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デザイン系の建築事務所が設計した Q1.0 住宅は、冷房も暖
房もほぼ不要。おまけに小さな太陽光発電が光熱費ゼロ円に
貢献。みんなが驚く快適省エネ住宅。
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表 3 左が 2015 年の実績です。実質の

使用電力量は、（総発電量－売電量）

＋購入電力量という式になります。

　入居初年度の 2015 年 1 月～12 月

の年間実質使用電力は 4091 kWh で、

総発電量 3096 kWh に対して使用電力

量が約 1000 kWh 多いのは、家電や調

理とみることができます。

快適に暮らして光熱費ゼロ

　これを金額面でみると、支払いは年

間 6800 円です（表 3 右）。売電単価

が購入単価より高いためこういう計算

結果になるのですが、それにしても月

額平均 560 円です。

　天野邸ではガスも灯油も使わないの

で、光熱費はこれだけです。旧住宅の

ときには年間 267,000 円（表 1）もか

かっていた光熱費が、金額ではゼロに

近づいています。

創エネと比較します（金額ではない）。

創エネが消費エネルギーと同等かそれ

以上の住宅を、国はゼロエネルギー住

宅（Zero Energy House）ZEH（ ゼ ッ

チ）と呼び、補助金を出しています

（当時 125 万円）。

　なお、消費エネルギーのうち、照明

を除く家庭用電力（家電など）と調理

用エネルギーは除きます。

太陽光発電

　天野邸も ZEH の申請が認可され、

補助を受けています。当初は太陽光発

電パネルの設置を躊躇していましたが、

「住宅の性能がいいので小規模の機器

の設置で認可される」という加藤さん

の勧めもあり、2.8 kWh 容量の機器を

設置しました。

　天野さんは、入居当初から電力使用

量と発電量をきちんと管理していて、

断熱も重視したデザイン住宅

　Q1.0 住宅のような高断熱住宅が、冬

は日射を入れ、夏は日射を入れないよ

うに、しっかり設計されて東京に建っ

たら、夏冬どんな室内環境になるのだ

ろうか。冬は、暖房なしで済むように

なるのではないかと、私はずっと以前

から、そんな思いをもっていました。

　東京に住む人は、夏は暑いと思って

も冬は寒いとは思っていないのか、断

熱に固執しないところがあって、家の

デザインや意匠を重視する傾向がある

ような気がします。

ゼロエネルギーハウス ZEH

　KSA 一級建築士事務所（千代田区）

の加藤裕一さんから、「2 年前に建築

した ZEH の家（ゼロエネルギーハウ

ス）に住んでいる人が、面白く暮らし

ているから一緒に訪問してみないか」

という話があって、夏も終わりの 9

月中旬、所沢市のその家を訪ねました。

加藤さんは意匠系の建築士ですが、高

断熱を重視した設計をしています。

　ZEH の家は、2014 年秋に竣工、夏

冬を 2 シーズン経験しています。住

んでいる人は天野さんご夫妻です。天

野邸は、給湯も冷暖房もすべてのエネ

ルギーが電気、いわゆるオール電化住

宅です。暮らしにかかる光熱エネルギ

ーは、電気の使用量と料金表をみれば、

わかります。

　あらためてゼロエネルギー住宅とは

何か整理してみましょう。まず、住宅

に太陽光発電パネルを設置して発電、

エネルギー（単位 kWh）をつくり出

します。創エネです。一方、一般家庭

では、エネルギーとしてガス、灯油、

電気を使います。消費エネルギーです。

それらを一次エネルギーに換算して、

東京のQ1.0 住宅は、想定外の連続。
素適な家で「燃費半分の暮らし」

この家にして本当によかった 1

写真 2　デザインされた外観写真 1　明るく豊富な日差し

写真 3　天野さんご夫婦

部位 断熱材の種類 厚さ等
屋根 高性能GW16K 340mm
外壁 高性能GW16K 100+100mm
基礎 ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ 90mm

フレーム アルミ樹脂複合
ガラス 断熱LowEペア

換気 第3種換気

1.43
0.39(＜基準0.87）
823kWh
94ℓ

暖房負荷/年間
灯油換算/年間

開口部

断熱仕様及び暖房エネルギー消費量

熱性能・エネルギー消費量
熱損失係数 Q値
外皮平均熱貫流率 UA値

表2　

年間使用料 6,470 kwh 34 m2 612 ℓ
電気

旧住宅　エネルギー使用料
LPG 灯油

金額
合計金額

183,000 円 35,000 円 円49,000
267,000

表 1
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さらに羽毛たっぷりのダウンを羽織っ

ているようなものです。暖かくならな

いわけがありません。

　熱計算プログラムQPEX で、この家

の年間の暖房エネルギーを灯油換算で

計算すると、僅か 94 リットル / 年で

す。暖房期間 100 日として 1 日 1ℓ

（70 円）にも達しません。

冷房も不要

　断熱材がたくさん入った家は、「冬

は暖かいけれど、夏は暑くなるんじゃ

ない？」と思っている人がいますが、

そうではありません。

　天野邸に入る冬の陽は、夏になると

全く入らないのです。それは太陽高度

が高くなるからです。それに軒も出て

るし、窓も周到に配置されています。

また、屋根の断熱材も厚いので、（高

性能グラスウールが 34 cm）真夏、ど

んな強い日射でも室内に影響を及ぼす

ことはありません。厚い断熱は夏も効

きます。

　「暑いときはもちろんエアコンをつ

けるのですが、何日もありませんでし

た」と奥さんが話す。冷房もしないで

暮らせる家になるとは、加藤さんも天

野さんも予想外でした。

燃費半分　Q1.0 住宅の威力

　表 3 のように、天野邸の実質電気

使用量は 4091 kWh ですから、売電が

ないと仮定したときの電気使用料金は

116,266 円（4091 kWh×28.4 円） で 

す。これは、旧住宅時の 267,000 円 

に比べて半分以下です。まさしく私た

ちのいう「燃費半分で暮らす家」なの

です。これもひとえに住宅性能が高い

から成せることです。しかも、冷房も

暖房も要らないくらい快適な環境に暮

らしていての話です。

　すてきな家で、すてきな暮らしがで

きた天野さんご夫妻は、いい建築家に

巡り会って、「この家にして本当によ

かった」と、満面の笑みでした。

（2016.9.21 訪問　会沢健二）

かなというときだけですよ」「じゃあ、

暖房どうしているんですか？」「暖

房？暖房していないんです」「えーっ、

暖房、全然していないんですか？」。

私たちは思わず顔を見合わせました。

暖かさの秘密

　真冬でも暖房なしで17℃以下になら

ないという暖かさの秘密は、写真の1、

4 にある冬の豊富な日差しです。家全

体が南面に向いていて、南には遮るも

のが何もなく、しかもちょっと高台で、

冬は日差しが屋内深く差し込みます。

高窓からの日射は最深部のキッチンま

で届いて、天野邸は家全体が冬の日だ

まりのようになります。それだけではな

く、暖かさの秘密の第 2は、日だまり

を包み込む断熱材が厚いことです。

　屋根、壁とも断熱材が一般の倍以上

厚く充塡されています（表 2）。屋根

や壁、開口部のサッシガラスなど、外

部に接する面の断熱性能が 0.39 W/m2

（平均外皮熱貫流率という）で、この

値は省エネ基準で最も厳しい北海道を

も大幅に上回わっています。着るもの

にたとえれば、1枚のセーターの上に、

暖房が不要

　では、天野さん一家がケチケチ生活

をしているのかというと、驚くことに

実際は全く逆で、実に伸び伸びと楽し

く、そして夏は涼しく冬は暖かい快適

な暮らしをしています。訪問した日の

会話の一部を紹介します。

　「暖かい家になるとは思っていまし

たが、ここまで暖かいとは思いません

でした」。最初にそう切り出したのは

奥さんでした。加藤さんが設計者とし

ての満足を漂わせます。「この家、17

度以下にならないんですよ。たまに、

寒い日がありますが、そのときは電気

カーペットにスイッチを入れているん

です。」

　奥さんが何気なく言いました。「暖

房を電気カーペットだけで？」、加藤

さんが怪訝そうな表情をして、「奥さ

ん、このエアコンは使わないんです

か？」と壁を指さして聞くと「えぇ、

ほとんど使いません」。「奥さん、電気

カーペットよりエアコンの方が電気代

安いんですよ」加藤さんが苦笑いしな

がらそういうと、「あら、先生、カー

ペットだってほんのたまに足下が寒い

写真 5　大きな窓の外観

写真 4　日射が奥まで差し込んだリビング

月 購入電力
量KWh

売電量
KWh

総発電量
KWh

実質消費
量KWh 月 購入金額 売電金額 支払い額

1月 459 145 205 519 1月 12,033 5,510 6,523
2月 380 162 238 456 2月 10,360 6,156 4,204
3月 357 169 308 496 3月 9,955 6,422 3,533
4月 311 235 299 375 4月 8,645 8,930 -285
5月 220 316 410 314 5月 6,758 12,008 -5,250
6月 172 286 304 190 6月 5,522 10,868 -5,346
7月 168 169 302 301 7月 5,423 6,422 -999
8月 225 218 261 268 8月 6,938 8,284 -1,346
9月 210 119 208 299 9月 6,294 4,522 1,772
10月 204 188 242 258 10月 5,854 7,144 -1,290
11月 222 136 150 236 11月 6,265 5,168 1,097
12月 308 98 169 379 12月 7,920 3,724 4,196
合計 3,236 2,241 3,096 4,091 合計 91,967 85,158 6,809

2015年1月～12月　エネルギー使用量　単位(kWh) 2015年1月～12月　電気料金の収支（円）

創エネ度 77%

表 3
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自動車は燃費競争

　エコカーが売れています。ハイブリ

ッド車は高価ですが、毎月のガソリン

代が少なくてすむことが魅力なのでし

ょう。地方都市の標準的な家庭では、

年間の走行距離は 1～1.5 万 km 位と

いわれています。10 km/ℓの車で年間

1000～1500ℓのガソリンを消費する

ことになります。

　これが、ハイブリッド車になると約

半分になり、金額で年 8～12 万円節

約できることにもなります。もっと

も、自動車を保有していない人には、

このことはあまり関係ありません。

住宅の燃費にも関心を

　しかし、私たちは誰もが住宅に住ん

でいて、生活にかなりのエネルギーを

消費しています。

　北海道では一般に、一戸建て住宅で

灯油は暖房に年間約 1500ℓ、給湯に

約 500ℓの灯油を使うといわれます。

　東京や大阪の温暖地でも、灯油、ガ

ス、電気等、実際の熱源はいろいろで

すが、灯油換算で暖房に 400ℓ（ポリ

タンク週一缶位）、給湯に 400～500ℓ

も使います。

　トータルでは、自動車のためのガソ

リンより多く、全部合わせると、金額

では自動車の 2～3 倍にもなります。

　今ある住宅のほとんどは、とても燃

費が悪いのです。もっと住宅の燃費

（光熱水費）に目を向ける必要があり

ます。

エコカーは動力性能が物足りない。し

かし、省エネ住宅は快適で長持ち

　エコカーは、燃費は良いが運転感覚

は今ひとつといわれます。しかし、省

エネ住宅は、家の住み心地が桁違いに

良くなります。家の中から寒さがなく

なり、とても快適になります。冬、ト

イレや入浴時の大きな温度差で起こる

心臓発作や脳溢血が少なくなると言わ

れるばかりか、毎日の生活がとても快

適なのです。

　さらに、このような住宅はこれまで

の住宅よりはるかに長持ちにもなるの

です。しかし、こうした住宅の燃費

は、実は必ずしも良くはなっていない

のです。

　今、日本の省エネ住宅といわれてい

る住宅は、平成 11 年に国が決めた次

世代省エネ基準住宅と呼ばれるもので

す。この住宅は、北海道では、一般の

住宅より暖房の灯油が 500ℓほど少な

くなります。しかし本州では、家全体

を快適にすると、むしろ暖房エネルギ

ーは 1.5～2 倍に増えてしまいます。

　最近では、大手のハウスメーカーも

実質エネルギー消費ゼロの家をようや

く売り始めています。これらの住宅

は、屋根に大量の太陽光発電システム

を乗せ、燃料電池や、蓄電池までも搭

載し、とても高価です。最新の省エネ

設備機器を使って省エネを計り、太陽

価格の高いハイブリッドカーは、価格差をガソリン代で償却す
るには 5 年以上かかります。それでも月々のガソリン代が安
くなるため買うのでしょう。住宅の燃費（光熱水費）は、毎月
ガソリン代の 2倍以上かかります。家の燃費を考えましょう。

燃費の良い家を建てたい02
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　ハイブリッドカーが売れています。

毎月発表される車種別販売台数ランキ

ングでは、トップ 3 がハイブリッド

カーということです。

　ハイブリッドカーは、充電電池とモ

ーターで自動車を駆動する仕組みを付

け加えています。このモーターだけで

も走行できるのですから、そのコスト

アップはかなりのものになります。代

表的な車種のプリウスで 70 万円ぐら

いになるといわれます。

　ガソリン価格を 150 円/ℓで考える

と、年間走行距離が1万kmとすると、

ガソリン代は 10 km/ℓの普通の車で

年間 1,000ℓ、15 万円になり、ハイブ

リッドカーで半分になったとすると年

間7.5万円ガソリン代が安くなります。

元を取るのに 10 年かかることになり、

その間に電池の寿命が来て交換すると

30 万円以上はかかるでしょうから、

結局ハイブリッドカーはもとが取れな

いということになります。

　それでもこれだけ売れるのは、政策

的に減税などによるエコカーブームを

創り出したということもあるでしょう

が、やはり石油価格の高騰と福島原発

事故の影響が大きいと思います。それ

に加えて地球温暖化に対する不安感も

影響していると思います。

　70 万円高い車で 5 年ローンを組ん

だとして、その支払いは、月 1 万以

上高くなりますが、家計にとってこれ

は固定費で、毎月のガソリン代は家計

の直接支出と考えると、毎月の財布か

ら出るお金が安くなる方が良いと考え

ているのでしょうか。

　住宅の光熱費についても同じです。

新築のとき多少高くても、毎月の支払

いが安くなるのですが、今省エネ住宅

ブームは感じられません。住宅を省エ

ネ化することによって、いくら節約で

きるのかが、はっきり見えないことに

よるのではないでしょうか。

 （鎌田紀彦）

もとが取れなくても
ハイブリッドカー

光発電でトータルゼロにするというコ

ンセプトなのです。

　私たちは、こうした省エネ設備に頼

るのではなく、住宅本体で省エネにな

る、もっと効果の大きい省エネ住宅

を、安く大量に造りたいと考えていま

す。

一般住宅の半分の暖房費で済む省エネ

住宅～Q1.0 住宅を

　地球温暖化を防ぎ、限られた石油や

ガス等のエネルギー資源を出来るだけ

長く使っていくために、世界中で省エ

ネを推進しようとしています。その中

で、日本の住宅におけるエネルギー消

費は増加し続けており、住宅の省エネ

化は世界的に見ても遅れています。

　高価なゼロエネルギー住宅を一軒建

てるよりも、出来るだけ安価で、かつ

省エネルギー効果の高い住宅を大量に

建設し、既存の住宅も、リフォームで

省エネ化していくことが必要なので

す。私たちは、20 数年前に高断熱住

宅を提案し、その後この 10 年は、暖

房エネルギーを一般の住宅の半分以下

にする Q1.0 住宅を提案し、その普及

を目指しています。

　燃費が半分で、家の中から寒さを一

掃した快適な住宅です。 （鎌田紀彦）
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